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⑧ ITS Japan 

 ETC、VICS、DSRC サービスや Smartway、DSSS、ASV の各プロジェクトと Safety-2010、NEXCO 中日本の

新東名プロジェクトについて実物やパネルで展示。ETC では JRM の二輪車用車載器、DSRC サービスでは三菱電

機の車載器と路側アンテナを展示していた。NEXCO 中日本の新東名プロジェクトパネルではトラック隊列走行に

ついても記述をしていた。JARI のエネルギーITS 推進事業のパンフレットを、ITS Japan 殿のご厚意によりブー

スにおかせていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.2 日本関連以外のブースから 
 

① EU 

 会場のほぼ中央に 1 番大きな面積のブースを通路を挟んで設置。ブースは Urban Mobility、Multi-Modality、Safe 

Mobility、EGNOS and GALLILEO、Deployment and and Applications と題した 5 つのエリアに区切られ、各々に

相当するプロジェクトを主にパネルや PC を用いて展示していた。 

 Safe Mobility エリアは 1 番広く、VOLVO トラックの運転席で CVIS と SAFESPOT のデモを、また COOPERS

では実車の前に大きなスクリーンを配してスクリーンの交通状況にあわせ実車のモニタに注意情報等を表示する

デモをしていた。COOPERS のアプリは公道デモで見るよりこちらで見たほうがよくわかったが、静止車両の中

で動く映像を見るので酔いやすいのが難点であった。 

 また、二輪の協調システムの HMI 開発の SAFERIDER プロジェクトにおけるヘルメット内蔵の HMI の展示や、

euroFOT プロジェクトの実験車も展示していた。Urban Mobility エリアでは CityMobile プロジェクトに関し INRIA

の車両が展示されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図表8-27 EU ブース 図表8-28 COOPERS の 図表8-29 INRIA の CityMobile 

図表8-24 ITS Japan ブース 図表8-25 ETC・DSRC サービス 図表8-26 新東名プロジェクト 
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② ERTICO 

 ブースは SafeMobility、CooperativeMobility、InfoMobility、EcoMobility の 4 区画に分けて、ERTICO が関連す

る project を展示しており、SAFESPOT や MAPS&ADAS 用の BMW の Connective Drive 車両や、euroFOT のス

ウェーデン Gothenberg サイトにて安全運転支援システムの評価（社会受容性、B/C 等）を実施しているボルボの

V70（自動ブレーキ ACC、車線逸脱警報、後側方検知等搭載）の展示があった。euroFOT では評価サイトにより

評価車両や対象システムの組合せは異なるが、データ収集は CAN あるいは CAN＋Video を用いて共通化し収集の

上評価するようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ MOBILEYE 

 モバイルアイはオランダに本社をおくカメラ利用の安全運転支援システムのメーカであり、BMW、Volvo 等に

採用されており、オランダにて行われている大規模なトラックの APS（Accident Prevention System）の FOT に

使われているものである。ITS オランダのブースにてそのカメラとシステムを用いた車両と区画線の検出や歩行者

の検出ビデオが流されていたが、かなり視界の悪い雨天での検出ができていることが印象的であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表8-30 ERTICO ブース 
  図表 8-31 euroFOT の 
         VOLVO 評価車両 

  図表 8-32 評価車両の 
       データ収集装置

図表 8-33 MOBILEYE の 

      画像処理カメラと HMI 
図表 8-34 悪天候下での 
         車両・区画線検出 

図表8-35 歩行者検出 




